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タ
ツ
タ
電
線
子
会
社
で
環
 
 

境
調
査
分
析
の
タ
ッ
ク
環
境
 
 

分
析
セ
ン
タ
ー
（
東
大
阪
市
、
 
 

X繰回折装置 ≡㌫  
自動車リサィ  

検
出
精
度
1
0
0
倍
に
 
 
 

が
覧
順
l
I
S
制
定
で
導
入
 
 

同
協
組
は
昨
年
十
一
月
の
 
 

廃
車
買
い
取
り
サ
ー
ビ
ス
開
 
 

始
に
伴
い
、
全
国
の
会
員
約
 
 

百
五
十
社
の
事
業
拠
点
に
店
 
 

舗
機
能
を
持
た
せ
る
と
と
も
 
 

紆  
■く丁  

ト∵¶  
椛
塚
昭
一
社
長
）
は
、
▲
ア
ス
 
 

ベ
ス
ト
（
石
綿
）
含
有
草
色
 
 

測
定
す
る
最
新
型
の
検
査
装
 
 

置
を
導
入
、
三
月
に
稼
働
さ
 
 

せ
る
。
同
月
中
に
も
建
材
中
 
 

の
石
綿
測
定
方
法
が
日
本
工
 
 
 

慧野 鹿  
低価格を売り物に、廃車から集めたリサイ  
クル部品・用品に対す‾る一般ユーザーのニ  
ーズを壬屈り起こす（埼玉県の解体業者）  

ヾトリス社製の  
7亮回折装置  

業
規
格
（
J
 
 

I
S
）
で
定
 
 

め
ら
れ
る
見
 
 

通
し
な
た
 
 
 

調達ルート販路に活用  

▼
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
 
 

昨
年
一
月
施
行
の
自
動
車
リ
 
 

サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
制
 
 

度
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
廃
 
 

車
後
の
自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
 
 

ル
を
義
務
付
け
、
必
要
な
費
 
 

用
は
自
動
車
保
有
者
か
ら
徴
 
 

収
す
る
。
財
団
法
人
自
動
車
 
 

リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
 
 

の
ま
と
め
で
は
、
昨
年
の
国
 
 

内
廃
車
引
き
取
り
台
数
は
約
 
 

二
百
六
十
六
万
台
で
、
当
初
 
 

見
込
み
（
約
四
百
万
台
）
の
 
 

三
分
の
二
に
と
ど
ま
っ
た
。
 
 
 

に
、
自
動
車
保
有
者
か
ら
の
 
 

申
し
込
み
や
見
積
も
り
依
頼
 
 

を
受
け
付
け
る
専
用
サ
イ
ト
 
 

を
開
設
。
リ
サ
イ
ク
ル
部
品
 
 

・
用
品
を
、
従
来
の
業
者
ル
 
 

ー
ト
だ
け
で
な
く
一
般
の
自
 
 

動
車
保
有
者
か
ら
も
幅
広
く
 
 

導
入
す
る
の
は
英
ス
ぺ
ク
 
 

ト
リ
ス
社
製
の
最
新
鋭
「
Ⅹ
 
 

繰
回
折
装
芦
二
従
来
の
X
 
 

繰
回
折
装
置
に
比
べ
て
百
倍
 
 

近
く
精
密
な
測
定
が
可
能
 
 

で
、
こ
れ
象
で
の
一
般
的
な
 
 

機
種
で
は
対
応
し
に
く
く
な
 
 

る
1
I
S
指
針
も
満
た
せ
る
 
 

と
い
う
。
導
入
費
用
は
約
二
 
 

千
五
百
万
円
。
J
I
S
へ
の
 
 

薫
早
い
対
応
を
騒
客
獲
得
に
 
 

ユ
ズ
リ
ー
々
票
J
ス
た
；
 
 

頼
が
殺
到
。
そ
れ
ま
で
年
間
 
 

数
件
に
も
満
た
な
か
っ
た
依
 
 

頼
件
数
が
、
累
計
で
二
千
件
 
 

を
超
え
る
見
通
し
と
な
っ
て
 
 

い
る
。
売
り
上
げ
に
占
め
る
 
 

石
綿
調
査
の
割
合
も
高
ま
っ
 
 

て
お
り
、
現
在
一
〇
％
の
比
 
 

率
肇
二
年
後
に
は
二
〇
％
に
 
 

ま
で
引
き
上
げ
る
計
画
だ
。
 
 
 

日
本
工
業
標
準
調
査
会
は
 
 

厚
生
労
働
省
の
通
達
を
基
 
 

に
、
石
綿
の
採
取
・
検
査
方
 
 

法
の
詳
細
を
定
め
る
。
電
子
 
 

顕
微
抗
に
加
え
、
X
線
に
よ
 
 

る
分
析
に
つ
い
て
も
指
針
に
 
 

盛
り
込
む
予
定
。
国
内
に
干
 
 

五
百
杜
近
く
あ
る
と
さ
れ
る
 
 

環
境
関
連
の
謂
空
・
分
析
会
 
 

廃
車
台
数
が
想
定
を
大
幅
 
 

に
下
回
っ
た
要
因
に
つ
い
て
 
 

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
支
払
 
 

い
を
避
け
た
い
自
動
車
保
有
 
 

者
が
中
古
車
と
し
て
市
場
に
 
 

流
通
さ
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
 
 

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
 
た
め
、
N
G
P
日
本
自
動
車
 
 

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合
 
 

は
昨
年
十
一
月
か
ら
廃
車
を
 
 

買
い
取
る
新
サ
ー
ビ
ス
「
く
 
 

る
マ
ッ
ク
」
を
展
開
。
リ
サ
 
 

イ
ク
ル
部
品
・
用
品
の
確
保
 
 

に
乗
り
出
し
て
い
る
。
 
 

集
め
る
体
制
を
整
え
た
。
 
 
 

今
後
は
こ
の
新
た
な
調
達
 
 

ル
ー
ト
を
販
路
に
も
活
用
。
 
 

買
い
取
り
に
加
え
、
バ
ン
パ
 
 

ー
や
タ
イ
ヤ
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
 
 

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
 
 

リ
サ
イ
ク
ル
部
品
・
用
品
の
 
 

一
夕
ベ
ー
ス
に
登
録
し
て
共
 
 

有
。
会
員
企
業
が
自
動
車
修
 
 

理
業
者
な
ど
か
ら
個
別
受
注
 
 

し
た
部
品
・
用
品
の
自
社
在
 
 

庫
が
な
い
場
合
、
デ
」
夕
べ
 
 

ー
ス
を
検
索
し
て
別
の
会
員
 
 

企
業
か
ら
調
達
す
る
ネ
ッ
ト
 
 

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
。
 
 

部
品
・
用
品
の
在
庫
は
同
 
 

協
組
全
体
で
約
百
五
十
万
点
 
 

に
上
る
。
会
員
各
社
は
B
l
 
 

O
B
（
企
業
間
商
取
引
）
の
 
 

ほ
か
、
B
－
O
C
（
個
人
向
 
 

け
商
取
引
）
も
始
め
る
こ
と
 
 

で
、
販
路
開
拓
に
力
雇
入
れ
 
 

る
。
リ
サ
イ
ク
ル
部
品
・
用
 
 

品
の
ネ
ッ
ト
販
売
を
活
用
す
 
 

る
一
般
ユ
ー
ザ
ー
は
増
え
て
 
 

【
鳥
取
】
産
業
機
器
製
造
 
 

の
ビ
ッ
ク
ツ
ー
ル
（
鳥
取
県
 
 

使用済み蛍光ランプ   
ガ
ラ
ス
器
に
生
ま
れ
変
わ
リ
 
 

シ
ン
ナ
ー
廃
液
の
再
生
剤
 
 

ビ
づ
ク
ツ
ー
ル
塗
料
成
分
を
分
離
 
 

使
用
済
み
の
蛍
光
ラ
ン
プ
 
 

が
ガ
ラ
ス
器
に
－
－
。
ガ
ラ
 
 

ス
製
品
製
造
の
松
徳
硝
子
 
 

（
東
京
・
墨
田
、
村
松
邦
男
 
 

社
長
）
は
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
 
 

を
手
掛
け
る
サ
ワ
ヤ
（
金
沢
 
 

市
、
尾
崎
東
志
郎
社
長
）
と
 
 

組
み
、
水
銀
除
去
後
の
蛍
光
 
 

ラ
ン
プ
を
原
料
に
し
た
食
器
 
 

や
花
瓶
の
生
産
・
販
売
に
乗
 
 

り
出
す
。
価
格
は
従
来
の
ガ
 
 

ラ
ス
器
と
同
程
度
に
設
定
。
 
 

を
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
再
生
 
 

剤
を
開
発
し
た
。
ス
プ
レ
ー
 
 

ノ
ボ
ノ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
二
 
 

〇
一
四
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
 
 

素
（
C
O
2
）
排
出
員
を
〇
 
 

四
年
比
で
一
〇
％
削
減
す
る
 
 

目
標
を
設
定
、
そ
の
実
行
に
 
 

関
し
て
世
界
自
然
保
讃
基
金
 
 

（
W
W
F
）
と
契
約
を
結
ん
 
 

だ
。
今
後
風
力
と
い
っ
た
自
 
 

然
エ
ネ
ル
ギ
」
の
活
用
を
増
 
 

や
す
な
ど
し
て
化
石
燃
料
の
 
 

使
用
を
抑
え
、
C
月
排
出
 
 

削
減
に
つ
な
げ
る
計
画
だ
。
 
 
 

同
社
が
契
約
し
た
の
ほ
、
 
 

C
O
2
総
排
出
量
の
自
主
的
 
 

な
削
減
を
促
す
W
W
F
の
 
 

「
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
．
・
セ
イ
バ
 
 

ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
。
第
 
 

三
者
の
審
査
機
関
が
削
減
の
 
 

水銀を無害化 ロハス向け  

持
続
可
能
な
環
境
や
社
会
を
 
 

重
視
し
た
生
活
ス
タ
イ
ル
 
 

「
L
O
H
A
S
（
ロ
ハ
ス
）
」
 
 

を
実
践
す
る
顧
客
層
を
開
拓
 
 

す
る
。
 
 

し
て
W
W
F
に
報
告
す
る
。
 
 

デ
ン
マ
ー
ク
企
業
で
契
約
し
 
 

た
の
は
同
社
が
初
め
て
で
、
 
 

欧
州
で
は
二
社
目
と
な
る
。
 
 
 

同
社
の
〇
四
年
の
C
月
 
 

排
出
塁
は
二
十
五
万
三
千
 
 

㌦
。
燃
料
転
換
な
ど
の
対
策
 
 

を
打
た
な
け
れ
ば
、
一
四
年
 
 

の
排
出
最
は
〇
四
年
比
で
約
 
 

七
割
増
え
る
と
い
う
。
 
 
 

W
W
F
と
契
約
を
結
ん
で
 
 

い
る
の
は
、
ほ
か
に
米
I
B
 
 

M
、
米
ナ
イ
キ
な
ど
九
社
。
 
 

W
W
F
と
い
う
客
観
的
な
視
 
 

点
を
加
え
る
こ
と
で
、
達
成
 
 

可
能
な
範
囲
で
目
標
を
設
定
 
 

し
た
と
の
疑
念
を
持
た
れ
な
 
 

い
利
点
も
あ
る
と
い
う
。
 
 

分
が
沈
殿
し
て
固
ま
る
仕
組
 
 

み
。
上
海
み
の
シ
ン
ナ
ー
は
 
 

松徳硝子とサワヤ   

ウ
ダ
ー
」
は
、
含
水
ケ
イ
酸
 
 

マ
グ
ネ
シ
ケ
ム
を
含
む
自
然
 
 

岩
石
が
原
料
で
、
同
社
が
独
 
 

自
に
加
工
し
て
粉
状
に
し
 
 

た
。
廃
液
に
混
ぜ
る
だ
け
で
 
 

塗
料
成
分
を
分
離
し
て
固
め
 
 

ら
れ
る
と
い
う
。
質
、
 
 

は
三
億
円
近
く
を
毀
塗
し
 
 

た
。
 
 
 

C
O
2
削
減
効
果
は
年
間
 
 

二
万
七
千
㌦
で
、
日
本
大
昭
 
 

和
板
紙
が
排
出
す
る
貴
の
一
 
 

・
九
％
に
相
当
す
る
。
 
 

転
換
し
た
。
草
加
工
場
（
同
）
 
 

に
続
き
、
こ
の
ほ
ど
足
利
工
 
 

場
（
栃
木
県
足
利
市
）
 

切
り
替
え
を
完
了
し
た
。
同
 
 

社
の
親
会
社
、
日
本
大
昭
和
 
 

板
紙
（
東
京
・
中
央
）
は
二
 
 

〇
一
〇
年
度
ま
で
に
、
子
会
 
 

社
毒
含
め
た
二
酸
化
炭
素
 
 

（
C
O
2
）
排
出
封
左
九
〇
 
 

年
度
比
で
一
〇
％
削
減
す
る
 
 

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
 
 
 

足
利
工
壌
の
燃
料
転
換
で
 
 

サ
ワ
ヤ
が
北
陸
や
東
海
地
 
 

域
で
使
用
済
み
蛍
光
ラ
ン
プ
 
 

を
回
収
。
工
場
で
破
砕
し
た
 
 

う
え
で
加
熱
処
理
左
施
し
、
 
 

水
銀
を
無
害
化
し
て
松
徳
硝
 
 

子
に
出
荷
す
る
。
 
 
 

松
徳
は
食
器
な
ど
十
七
製
 
 

品
を
三
月
一
日
か
ら
都
内
の
 
 

和
雑
貨
店
で
販
売
す
る
。
価
 
 

格
は
一
輪
挿
し
＝
写
真
＝
が
 
 

干
五
百
円
前
後
、
コ
ッ
プ
や
 
 

サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
が
千
－
二
千
 
 

円
程
度
の
予
定
。
二
〇
〇
七
 
 

年
三
月
ま
で
に
約
六
千
万
円
 
 

の
売
り
上
げ
を
目
指
す
。
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